
「愛南町公立小中学校再編に関する答申書」に係る保護者説明会 

会 議 録 

 

 

１ 日 時   令和３年10月20日（水） 19時00分～20時00分 

 

２ 会 場   久良小学校 体育館 

 

３ 参加者   保護者９名、教職員５名 

 

４ 事務局   中村教育長、岩井学校教育課長、近田課長補佐、西田課長補佐 

 

５ 会議の概要 

 ⑴ 開会     進行：西田課長補佐 

 ⑵ 開会挨拶   教育長 中村 維伯 

⑶ 説明事項 

ア 「愛南町学校統廃合検討委員会」について  

（岩井学校教育課長） 

 

イ 「愛南町公立小・中学校再編に関する答申書」の説明について 

     （近田課長補佐） 

 

ウ 意見交換 

 

学
校
再
編
ま
で
の
流
れ 

 

○○ 
久良小学校は再編の方向で進んでいると思うが、最

終決定は、いつ、どのような形で行われるのか。 

教育長 

今回の説明会で再編の方向についての了解をいただ

き、次回に再編の時期等を提示という形を考えている。

子どもたちの将来の学習環境をどうするかということ

を考え、皆さんの意見をお聞きし、教育委員会として望

ましい方向を投げ掛け、できるだけの理解を得ていく

という方向で考えている。 

課長 

できれば年度内に計画を立てられればと思っている。

その中に年度などが入ってくる。 

昨年度のアンケートでは、10世帯のうち７世帯が「賛

成」または「やむを得ない」、３家庭が「反対」という意

見であった。 



示された枠組みや方向性については理解していただ

けたか。 

校長を通じて意見があれば教育委員会へ声を届けて

ほしい。 

教育長 
様々な意見をいただく中で、配慮できる点等、できる

だけ教育委員会の中でも協議を進めていく予定である。 

通
学
に
つ
い
て 

課長 

通学負担については、何らかの形で手当てする。通学

に関しては、路線バスの利用や、それが確保できない場

合はスクールバス等の手立ては講じていきたいと考え

ている。 

○○ 中学生もスクールバスを利用できるのか。 

課長 
中学生は現在、バスの定期券の助成や自転車購入費

の助成等がある。 

○○ 

久良は昔から男の子は自転車、女の子はバスを利用

する生徒が多い。路線バスを利用すると中学校の始業

時間に間に合いかねる。それが気になり、バスを使わず

送り迎えをすることになった。 

課長 

課題として受け止め、対応できるかどうか確認して

いく。各地域の実情に沿えるよう方策を検討していき

たいと考えている。 

○○ 
路線バスだと距離的・時間的な点で負担が大きい。み

んながスクールバスで行けるようになるといい。 

課長 
希望に添えるか検討していきたい。自転車通学を希

望する生徒は自転車通学ということでいいか。 

○○ 

実際は自転車通学をしているのは1～２名。それ以外

は送り迎えをしているのが現状。小学生にスクールバ

スが出るのなら、中学生も利用させてもらえるとあり

がたい。 

課長 

 実情を確認し、それぞれの家庭のニーズを把握しな

がら進めていきたいと考えているので、御協力をいた

だけたらと思う。 

校
区
に
つ
い
て 

課長 校区について確認させていただきたい。 

○○  校区を縛らなくてはいけないのか。 

課長 

 縛る必要はない。文言によって縛られる場合もある

ので、答申の中の表現のままでもいい。 

校区外の基準を定めているが、久良の場合は距離的

に平城も城辺も似通っているので、選ぶことはできる。 



教育長 

 

統廃合の場合は、議会で統合先の学校を議決する。例

えば、城辺小学校に行くと決定した場合、城辺小学校で

あると通学の保証がある。校区外で平城小学校に通う

場合、通学は保護者の責任となる。 

両方選べる場合、少ない人数でばらけてしまい、近所

の子どもが２つの学校に分かれてしまうという可能性

も考えられる。 

○○ 
個人個人の考えがあるので校区は決めない方がよ

い。 

課長 
一旦は、どちらかを校区として決める必要はある。申

請を出せばどちらでも選べるということはある。 

再
編
の
時
期
に
つ
い
て 

○○ 来年度再編ということはあるのか。 

課長 

令和４年度の再編ということはない。早くても令和

５年度４月である。来年度を最後の年と希望するので

あれば、令和５年度ということも考えられるが、それで

も閉校行事等を考えるといっぱいいっぱいになろうか

と考える。 

○○ 中学校も小学校も同じ時期に再編となるのか。 

課長 

各学校の保護者の意向を尊重するので、時期のずれ

は出てくると思う。教職員の人数の減等を見据えなが

ら考えていくのも一つの方法ではないかと考えてい

る。 

再
編
へ
の
理
解
と
進
め
方
に
つ
い
て 

課長 

再編へ向けて、「いずれは致し方ない」という考えで

あると受け止めたので構わないか。再編に向けて、確認

させていただきながら丁寧に進めていきたい。 

教育長 

これから進める中で、例えば、こちらがある程度作っ

た案について毎回皆さんに集まっていただくのは大変

なので、中川ＰＴＡ会長さんと相談させていただきな

がら、場合によっては集まってもらう、アンケートをと

る、文書を流させてもらうなどの方法で今から進めさ

せてもらいたいと考えているが、よいか。 

いただいた御意見を参考に、教育委員会でも他の教

育委員さん方と再編について話をする。子どもたちの

将来を考えた話も出てくると思うので、その辺も会長

さんにお伝えしながら進めていきたいと思う。 

そ
の
他 

課長 

再編以外にも、学校教育に関して気付いていること

や意見などはないか。 

校長等を通じていろいろな声を教育委員会に聞かせ

てほしい。 

 ⑷ 閉会 


